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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の楽曲データと当該複数の楽曲データの各々を識別する楽曲識別データとが記憶さ
れたディスク状記憶媒体からデータを読み出す読出手段と、
　上記読出手段により読み出した楽曲識別データを外部データベースに対して送信する送
信手段と、
　上記楽曲識別情報に対応する楽曲データの一部をネットワークを介して上記外部データ
ベースから受信する受信手段と、
　上記受信した楽曲データの一部を記憶するリムーバブルな半導体メモリの構成の検索情
報記憶手段と、
　上記検索情報記憶手段に記憶された複数の楽曲データの一部を自動的に順番に再生して
いるときに再生中の楽曲データの一部の選択を決定した場合には、上記ディスク状記憶媒
体に記憶された上記再生中の楽曲データの一部に対応する楽曲データを上記読出手段によ
り読み出して再生させるシステムコントローラと
を有するデータ再生装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　複数の楽曲が記憶されているディスク状記憶媒体を装着したときに、上記複数の楽曲の
上記楽曲識別情報を取得する手段を有するデータ再生装置。
【請求項３】
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　請求項１において、
　上記楽曲識別情報が楽曲のデータ量であるデータ再生装置。
【請求項４】
　請求項１において、
　上記楽曲識別情報が楽曲の演奏時間であるデータ再生装置。
【請求項５】
　請求項１において、
　上記楽曲データの一部が上記検索情報記憶手段に圧縮符号化により圧縮されて記憶され
るデータ再生装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　楽曲に対する圧縮符号化と、上記楽曲データの一部に対する上記圧縮符号化とが同じ種
類であるデータ再生装置。
【請求項７】
　複数の楽曲データと当該複数の楽曲データの各々を識別する楽曲識別データとが記憶さ
れたディスク状記憶媒体からデータを読み出す読出ステップと、
　上記読出ステップにより読み出した楽曲識別データを外部データベースに対して送信す
る送信ステップと、
　上記楽曲識別情報に対応する楽曲データの一部をネットワークを介して上記外部データ
ベースから受信する受信ステップと、
　上記受信した楽曲データの一部をリムーバブルな半導体メモリの構成の検索情報記憶手
段に記憶する検索情報記憶ステップと、
　上記検索情報記憶手段に記憶された複数の楽曲データの一部を自動的に順番に再生して
いるときに再生中の楽曲データの一部の選択を決定した場合には、上記ディスク状記憶媒
体に記憶された上記再生中の楽曲データの一部に対応する楽曲データを上記読出手段によ
り読み出して再生するステップと
を有するデータ再生方法。
【請求項８】
　ネットワークを介して接続されたデータ再生装置と外部データベースとからなるデータ
処理システムにおいて、
　外部データベースは、楽曲識別情報と楽曲データの一部とが対応付けられたデータベー
スを有し、
　上記データ再生装置は、
　複数の楽曲データと当該複数の楽曲データの各々を識別する楽曲識別データとが記憶さ
れたディスク状記憶媒体からデータを読み出す読出手段と、
　上記読出手段により読み出した楽曲識別データを外部データベースに対して送信する送
信手段と、
　上記楽曲識別情報に対応する楽曲データの一部をネットワークを介して上記外部データ
ベースから受信する受信手段と、
　上記受信した楽曲データの一部を記憶するリムーバブルな半導体メモリの構成の検索情
報記憶手段と、
　上記検索情報記憶手段に記憶された複数の楽曲データの一部を自動的に順番に再生して
いるときに再生中の楽曲データの一部の選択を決定した場合には、上記ディスク状記憶媒
体に記憶された上記再生中の楽曲データの一部に対応する楽曲データを上記読出手段によ
り読み出して再生させるシステムコントローラと
を有することを特徴とするデータ処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、携帯型音楽再生装置における楽曲検索に適用可能なデータ再生装置、デー
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タ再生方法およびデータ処理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、音楽情報源としてのＣＤ（Compact Disc) から携帯型再生装置に対して楽曲デー
タを転送し、携帯型再生装置で音楽を楽しむことが広く行われている。また、音声圧縮技
術の発達により、ＣＤ－Ｒ(Compact Disc-Recordable) 、半導体メモリ、小型ハードディ
スク等の媒体に対して、数百曲、数千曲等の極めて多量の楽曲データを記憶することが可
能となっている。音声圧縮技術として、例えば、ＭＰ３（Moving Picture Experts Group
 audio layer 3）やＡＴＲＡＣ３（Adaptive TRansform Acoustic Coding（登録商標））
、ＡＴＲＡＣ３plus（Adaptive TRansform Acoustic Coding 3 plus （登録商標））、Ａ
ＡＣ(Advanced Audio Coding) 、ＷＭＡ(Windows Media Audio（登録商標）) などがある
。
【０００３】
　楽曲データは、市販のＣＤから得ることができる。また、ＥＭＤ(Electronic Music Di
stribution：電子音楽配信サービス) を利用して、ユーザは幅広く楽曲データを入手する
ことができる。ＣＤ－Ｒ等の媒体に記録されている多数の楽曲データの中から所望の曲を
携帯型再生装置例えば携帯型ＣＤプレーヤーで選択して再生するようになされる。所望の
楽曲を選曲する場合、本体の液晶表示部やリモコンの液晶表示部に表示される曲名やアー
ティスト名に基づいて検索する方式が一般的である。すなわち、ユーザは、液晶表示を見
ながら、視覚により認識される表示された曲名やアーティスト名などを指標として、聴き
たい楽曲を検索する。
【０００４】
　また、下記の特許文献１には、マルチＣＤプレーヤーにおいて、各ＣＤの楽曲データの
一部例えば先頭部分を高速メモリに予め記憶し、記憶された楽曲データの一部を高速に再
生するスキャニングモードを備え、スキャニングモードによって利用者は再生すべきＣＤ
を高速に選択できることが記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－１２３４６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、ユーザは、再生したい曲の楽曲名、アーティスト名を常に認識している
とは限らず、楽曲名リストまたはアーチスト名リストの表示を見て選曲することが困難な
場合がある。また、混雑している電車に乗車している状況では、液晶表示を見ながら楽曲
検索を行うことが困難な場合がある。所望の楽曲を検索できない場合は、各楽曲の頭の部
分を順に再生して、選曲するようになされる。
【０００７】
　しかしながら、このような選曲操作は、曲を早送りまたは巻き戻しする毎にＣＤにアク
セスする必要があり、速やかな楽曲検索を行うことができない。また、ユーザが聴いたと
きの印象が強い部分しか知らない場合は、迅速な楽曲検索を行うことがさらに困難なもの
となる。
【０００８】
　上述した特許文献１に記載の記述は、マルチＣＤプレーヤーにおいて、再生すべきＣＤ
を決定するための方法であり、楽曲単位の選曲に対して適用できない。
【０００９】
　したがって、この発明の目的は、複数の楽曲データの中で所望のものを高速且つ簡単に
検索することができるデータ再生装置、データ再生方法およびデータ処理システムを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　上述した課題を解決するために、この発明は、複数の楽曲データと当該複数の楽曲デー
タの各々を識別する楽曲識別データとが記憶されたディスク状記憶媒体からデータを読み
出す読出手段と、
　読出手段により読み出した楽曲識別データを外部データベースに対して送信する送信手
段と、
　楽曲識別情報に対応する楽曲データの一部をネットワークを介して外部データベースか
ら受信する受信手段と、
　受信した楽曲データの一部を記憶するリムーバブルな半導体メモリの構成の検索情報記
憶手段と、
　検索情報記憶手段に記憶された複数の楽曲データの一部を自動的に順番に再生している
ときに再生中の楽曲データの一部の選択を決定した場合には、ディスク状記憶媒体に記憶
された再生中の楽曲データの一部に対応する楽曲データを読出手段により読み出して再生
させるシステムコントローラと
を有するデータ再生装置である。
【００１２】
　この発明は、複数の楽曲データと当該複数の楽曲データの各々を識別する楽曲識別デー
タとが記憶されたディスク状記憶媒体からデータを読み出す読出ステップと、
　読出ステップにより読み出した楽曲識別データを外部データベースに対して送信する送
信ステップと、
　楽曲識別情報に対応する楽曲データの一部をネットワークを介して外部データベースか
ら受信する受信ステップと、
　受信した楽曲データの一部をリムーバブルな半導体メモリの構成の検索情報記憶手段に
記憶する検索情報記憶ステップと、
　記憶された複数の楽曲データの一部を自動的に順番に再生しているときに再生中の楽曲
データの一部の選択を決定した場合には、ディスク状記憶媒体に記憶された再生中の楽曲
データの一部に対応する楽曲データを読出手段により読み出して再生するステップと
を有するデータ再生方法である。
【００１４】
　この発明は、ネットワークを介して接続されたデータ再生装置と外部データベースとか
らなるデータ処理システムにおいて、
　外部データベースは、楽曲識別情報と楽曲データの一部とが対応付けられたデータベー
スを有し、
　データ再生装置は、
　複数の楽曲データと当該複数の楽曲データの各々を識別する楽曲識別データとが記憶さ
れたディスク状記憶媒体からデータを読み出す読出手段と、
　読出手段により読み出した楽曲識別データを外部データベースに対して送信する送信手
段と、
　楽曲識別情報に対応する楽曲データの一部をネットワークを介して外部データベースか
ら受信する受信手段と、
　受信した楽曲データの一部を記憶するリムーバブルな半導体メモリの構成の検索情報記
憶手段と、
　検索情報記憶手段に記憶された複数の楽曲データの一部を自動的に順番に再生している
ときに再生中の楽曲データの一部の選択を決定した場合には、ディスク状記憶媒体に記憶
された再生中の楽曲データの一部に対応する楽曲データを読出手段により読み出して再生
させるシステムコントローラと
を有することを特徴とするデータ処理システムである。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、視覚によらず、再生された楽曲の一部を聴きながら、所望の楽曲を
簡易かつ迅速に検索できるという効果を奏する。また、したがって、曲名、アーティスト
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名が分からない場合でも、聴覚的に、所望の楽曲を検索することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、この発明の一実施形態について図面を参照して説明する。図１を参照して、この
発明による楽曲検索システムの全体の構成の一例を説明する。
【００１８】
　図１において、参照符号１が携帯型再生装置例えば携帯型ＣＤプレーヤーであり、参照
符号２がネットワーク端末としてのパーソナルコンピュータである。以下、パーソナルコ
ンピュータをＰＣ端末と称する。携帯型ＣＤプレーヤー１は、ＣＤ６およびＰＣ端末２で
作成されたディスク８を再生することができる。
【００１９】
　ＰＣ端末２は、ネットワークとしてのインターネット３を介してウェブサイトの部分音
楽データサーバ４のデータベースにアクセスすることが可能とされている。ＰＣ端末２は
、リムーバブルな記録媒体例えばメモリースティック（商品名）、ＵＳＢ(Universal Ser
ial Bus)メモリ等の検索情報記憶素子（以下、外部メモリ５と称する）と、ＣＤ６とが挿
入可能とされている。
【００２０】
　ＰＣ端末２は、リッピングソフトウェアをインストールすることによってＣＤ６に記録
されている楽曲データを読み込み、圧縮処理を行って自身が有するハードディスクに圧縮
楽曲データを蓄積することができる。圧縮処理としては、ＡＴＲＡＣ３、ＭＰ３をはじめ
とする種々の方式を使用できる。また、ＰＣ端末２は、インターネット３を介してウェブ
上の楽曲サーバ７に対してアクセス可能であり、楽曲サーバ７からの楽曲データの配信を
受けることが可能とされている。配信される楽曲データは、通常、圧縮符号化および暗号
化されている。
【００２１】
　ＰＣ端末２のハードディスクに蓄積された多数の楽曲の中から所望の楽曲が選択されて
楽曲記憶媒体としてのＣＤ－Ｒ等のディスク８に記録される。ＰＣ端末２からディスク８
に圧縮楽曲データを転送する場合には、転送回数が制限され、著作権保護が図られる。デ
ィスク８が携帯型ＣＤプレーヤー１に挿入され、ディスク８に記録された楽曲を携帯型Ｃ
Ｄプレーヤー１で再生することができる。勿論、ＣＤ６自身を携帯型ＣＤプレーヤー１が
再生することが可能である。
【００２２】
　なお、ＰＣ端末２から圧縮楽曲データをディスク８に記録する場合、携帯型ＣＤプレー
ヤー１にディスク８を装着し、携帯型ＣＤプレーヤー１とＰＣ端末２とをＵＳＢインター
フェース、無線インターフェース等で接続して、携帯型ＣＤプレーヤー１がディスク８に
対する記録動作を行うようにしても良い。また、携帯型ＣＤプレーヤー１自身がインター
ネットに対して接続できる機能を有し、ＥＭＤによって楽曲データをダウンロードできる
機能を有しても良い。この発明では、携帯型ＣＤプレーヤー１に代えて小型ハードディス
クを内蔵した携帯型再生装置、ＭＤ（ミニディスク）プレーヤー、半導体メモリプレーヤ
ー、携帯電話等を使用することができる。
【００２３】
　外部メモリ５には、ＰＣ端末２のハードディスクに蓄積されている楽曲データのそれぞ
れの部分音楽データが記録される。部分音楽データは、楽曲データの一部であり、好まし
くは、所謂サビの部分であり、聞いたときに印象的、特徴的な部分の音楽データを意味す
る。
【００２４】
　携帯型ＣＤプレーヤー１は、リムーバブルな外部メモリ５を装着し、外部メモリ５に記
録されている部分音楽データを再生することが可能とされている。後でより詳細に説明す
るように、ユーザは、携帯型ＣＤプレーヤー１において、外部メモリ５に記録されている
部分音楽データを再生することによって、再生したい楽曲を容易に検索することができる
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。
【００２５】
　図２は、携帯型ＣＤプレーヤーの構成の一例を概略的に示す。参照符号１１がＩＣ回路
で構成された信号処理およびシステムコントローラである。信号処理およびシステムコン
トローラ１１は、各部を制御すると共に、再生信号を処理する。参照符号１２がモータド
ライバであり、図示しないスピンドルモータ、ピックアップ送りモータを駆動するための
回路である。モータドライバ１２が信号処理およびシステムコントローラ１１によって制
御される。
【００２６】
　参照符号１３が光ピックアップ（ＯＰ（Optical Pickup））であり、ディスク８（また
はＣＤ６）に記録されている楽曲データを再生し、再生信号を信号処理およびシステムコ
ントローラ１１に対して供給する。信号処理およびシステムコントローラ１１は、光ピッ
クアップ１３からの再生信号に対してディジタル復調、エラー訂正符号化の復号処理等の
再生処理を行い、再生オーディオ信号をヘッドホンアンプ１４に対して出力する。再生し
た信号が圧縮されている場合には、伸張処理がなされ、また、暗号化されている場合には
、復号処理がなされる。ヘッドホンアンプ１４に、ヘッドホン（図示しない）が接続され
、ユーザが再生音楽を聴くことができる。
【００２７】
　ＬＣＤ（Liquid Crystal Display) １５によって、曲順を示す番号、アーティスト名ま
たは楽曲名等の文字情報が表示される。本体のみならず、図示しないリモートコントロー
ル装置に対して小型のＬＣＤが設けられている場合もある。リモートコントロール装置お
よび本体に設けられたキー（図示しない）によってユーザが所望の指示を与えることがで
きる。外部メモリ５は、メモリ接続端子１６を介して携帯型ＣＤプレーヤー１に対して装
着される。さらに、電源ＩＣ１７が設けられている。
【００２８】
　部分音楽データサーバ４が備えるデータベースの一例について、図３を参照して説明す
る。図３Ａに示すように、１曲当たりの演奏時間Ｔｘ（例えば３Ｍ（分）１５Ｓ（秒）２
１Ｆ（フレーム）が楽曲識別データとして使用され、各楽曲のアーチスト名、タイトル名
および部分音楽データＤｉ，Ｄｊ，・・・が記憶されている。このようなデータベースは
、部分音楽データサーバの運営者によって作成され、サーバに対して有料または無料でユ
ーザに対して情報が提供される。
【００２９】
　楽曲の一部のデータである部分音楽データに対して、他の関連する音、文字等のデータ
を付加することも可能である。例えば部分音楽データに対してコマーシャルのメッセージ
を付加することができる。
【００３０】
　後述するように、この発明の一実施形態では、ユーザ自身が楽曲中の任意の場所の部分
音楽データを選択して、ダウンロードされた部分音楽データを選択したデータによって変
更可能とされている。さらに、ユーザ自身が入力した自分の声の音データを部分音楽デー
タに付加しても良い。
【００３１】
　部分音楽データは、例えばＰＣＭ音楽データである。１乃至複数の方式で圧縮した部分
音楽データを記憶するようにしても良い。また、音楽データ自身ではなく、ＣＤから転送
した楽曲データの場合であれば、ＣＤ（アルバム）で規定されている絶対時間コードでも
って、部分音楽データの開始時刻および終了時刻、または開始時刻および期間をそれぞれ
規定しても良い。部分音楽データの長さを固定例えば５秒間とするような場合では、開始
時刻のみを規定しても良い。さらに、アルバムの総演奏時間を楽曲データの上位階層（ア
ルバム単位）の識別データとして使用しても良い。
【００３２】
　携帯型ＣＤプレーヤー１は、ＣＤ以外にＥＭＤで配信された楽曲データを再生する場合
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もある。その場合では、ＣＤの場合と異なり、１曲当たりの演奏時間Ｔｘの情報を予め得
ることができない。しかしながら、配信された楽曲データに付随する情報から演奏時間Ｔ
ｘを求めることができる。
【００３３】
　図４は、配信された楽曲データに付随する情報と、付随する情報から求めた演奏時間Ｔ
ｘの一例を示す。ＥＭＤで楽曲データが音楽サーバ７からＰＣ端末２に対して配信される
場合に、付随する情報を生成することができる。一例として、ビットレート、圧縮方式、
圧縮後の楽曲データのデータ量が付随する情報である。ビットレートおよび圧縮方式から
その楽曲データの圧縮率を求めることができ、データ量と圧縮率からＰＣＭデータとして
の楽曲データのデータ量、すなわち、演奏時間を求めることができる。　ビットレートは
、圧縮方式によって一意に決定される場合と、ユーザがダウンロード時に指定する場合と
の両方がありうる。なお、ＰＣ端末２が演奏時間を求める代わりに、上述した付随情報を
部分音楽データサーバ４に対して送信し、サーバ４において、演奏時間を求めるようにし
ても良い。
【００３４】
　このようにして、ダウンロードした楽曲データの場合でも演奏時間を求めることができ
る。演奏時間Ｔｘを識別データとして、部分音楽データサーバ４のデータベースからアー
チスト名、タイトル名、部分音楽データを検索し、取得することができる。
【００３５】
　上述した１曲の演奏時間は、１曲のデータ量に対応しており、データ量の概念に含まれ
るものである。したがって、上述した例とは逆に、演奏時間の情報が得られる場合に、演
奏時間をディジタルデータ量（バイト数、ビット数）に変換するようにしても良い。その
場合には、配信された楽曲データに対して求めたデータ量と共に、データ量を識別データ
として使用できる。
【００３６】
　さらに、データ量に加えて、タイトル名、アーチスト名を識別データとして使用しても
良い。図４では省略しているが、配信された楽曲データに対してタイトル名、アーチスト
名が付加されているのが一般的であり、配信された楽曲データの識別データとしてタイト
ル名、アーチスト名を使用できる。このように、データ量、タイトル名、アーチスト名の
複数の識別データを使用する場合には、例えばこの順で優先度が高いものとして、適合度
が求められ、最も適合度が高い部分音楽データがデータベースから抽出される。
【００３７】
　データベース上で検索を行った結果、適合するものが無い場合では、部分音楽データサ
ーバ４は、適合なしとして部分音楽データをＰＣ端末２に対して転送しない。適合度に殆
ど差がなく、複数の部分音楽データが適合する場合には、その複数の部分音楽データを送
信し、ユーザの選択に委ねる。転送する部分音楽データは、ＰＣ端末２に対して装着され
たＣＤのフォルダ構造に準じた構造とされる。すなわち、ＣＤのアルバム毎にフォルダが
作成され、フォルダ内でＣＤと同じ順序で部分音楽データが配列されたものとされる。
【００３８】
　ＰＣ端末２が部分音楽データサーバ４から部分音楽データをダウンロードする。但し、
アーチスト名およびタイトル名の情報をダウンロードしても良い。ダウンロードされた部
分音楽データがハードディスク内に記憶される。そして、ＰＣ端末２の制御の下で、部分
音楽データが外部メモリ５に対して記憶される。例えばダウンロードした部分音楽データ
がＰＣＭデータであり、ＰＣ端末２は、このＰＣＭデータを所定の方式で圧縮してハード
ディスクに格納する。そして、圧縮された部分音楽データが外部メモリ５に記憶される。
【００３９】
　図５のフローチャートを参照して、この発明の一実施形態における、部分音楽データの
ダウンロード処理の流れについて説明する。一例として、ＰＣ端末２がＣＤ６から楽曲デ
ータをリッピングする場合について説明する。図５に向かって左側にＰＣ端末２の処理を
示し、右側に部分音楽データサーバ４の処理を示す。
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【００４０】
　ステップＳ１において、ＰＣ端末２に音楽ＣＤ６をセットする。また、同時に外部メモ
リ５もＰＣ端末２に接続する。ＣＤ６がセットされると、そのリードインエリアに記録さ
れている管理用のＴＯＣ(Table Of Contents) がＰＣ端末２に読み込まれる。
【００４１】
　ステップＳ２において、ＰＣ端末２により、セットされたＣＤ６のディスク構造が解析
される。ディスク構造の解析は、ＴＯＣからＣＤの総演奏時間、楽曲単位の演奏時間など
を読み取られる。解析の結果がＰＣ端末２のディスプレイに表示される。ＣＤ６に記録さ
れている楽曲データのリッピングと、部分音楽データのダウンロードとの処理の順序は、
何れを先に行っても良い。好ましくは、ＣＤ６に記録されている全ての楽曲に関する部分
音楽データがダウンロードされる。
【００４２】
　ステップＳ３において、ＰＣ端末２が部分音楽データサーバ４にアクセスする。ＰＣ端
末２は、音楽ＣＤ６を解析した結果の解析データを送信する。具体的には、各楽曲の演奏
時間のデータが送信される。アルバムの総演奏時間を送信しても良い。若し、ＣＤ６がＣ
Ｄテキストのフォーマットに準拠したものである等の理由によってＰＣ端末２において、
タイトル名、アーチスト名を取得した場合には、これらの情報も解析データとして送信さ
れる。送信された解析データを部分音楽データサーバ４は受信する。
【００４３】
　ステップＳ４において、部分音楽データサーバ４は、受信したＣＤ６の解析データ例え
ば演奏時間とデータベースに記録されている演奏時間とを照合して、ＣＤ６に記録されて
いる楽曲がデータベースに登録されているか否かを検索する。データベースには、図３を
参照して説明したように、例えば、楽曲の演奏時間（データ量）、タイトル名、アーティ
スト名等が記憶されている。
【００４４】
　ステップＳ５において、部分音楽データサーバ４が受け取ったＣＤ６の解析データがデ
ータベース上に存在するか否かが判定される。データベースにＣＤ６に対応する楽曲の部
分音楽データが存在する場合は、該当ありと判定されて、ステップＳ６に処理が進む。デ
ータベースにＣＤ６の解析データに対応する部分音楽データが存在しない場合は、該当な
しと判定されて処理がステップＳ７に進む。
【００４５】
　ステップＳ６において、部分音楽データサーバ４により、複数の楽曲が該当すると判定
された場合は、ステップＳ１０に処理が進み、検索結果が部分音楽データサーバ４からＰ
Ｃ端末２に対し送信され、検索された楽曲の一覧がＰＣ端末２のディスプレイ上に表示さ
れる。ステップＳ１１において、ユーザは、表示された複数の楽曲の一覧から所望の楽曲
を選択する操作を行う。選択結果がＰＣ端末２から部分音楽データサーバ４に対して送信
される。
【００４６】
　部分音楽データサーバ４は、選択結果をインターネット３を介してＰＣ端末２から受け
取り、ステップＳ８において、送信すべき部分音楽データを決定する。
【００４７】
　ステップＳ５において、部分音楽データサーバ４により、音楽ＣＤ６に記録された楽曲
に対応する部分音楽データが該当なしと決定されると、ステップＳ７において、該当無し
であることを示すデータ（ＮＵＬＬデータ）が入力されて、ステップＳ９に処理が進む。
ＮＵＬＬデータは、例えば全て０データ等の該当する部分音楽データが存在しないことを
示すデータである。
【００４８】
　ステップＳ９において、部分音楽データサーバ４が部分音楽データ（該当なしを示すデ
ータを含む。以下同様）をインターネット３を介してＰＣ端末２に対して転送する。ＰＣ
端末２は、ステップＳ１２において、部分音楽データを受信する。ステップＳ１３におい
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て、ＰＣ端末２が受信した部分音楽データをハードディスクに保存する。
【００４９】
　そして、ステップＳ１４において、ハードディスクに保存された部分音楽データが外部
メモリ５に対して保存される。ハードディスクおよび外部メモリ５に対して部分音楽デー
タを保存する場合には、ＣＤ識別データ例えばＣＤ全体の総演奏時間で識別できるフォル
ダが作成され、そのフォルダ内に部分音楽データが格納される。外部メモリ５に保存され
る部分音楽データは、携帯型ＣＤプレーヤー１で採用されているのと同一の符号化方法で
圧縮される。
【００５０】
　なお、ユーザが携帯型ＣＤプレーヤー１において、ＣＤ６から自分で部分音楽データを
抽出する等の処理によって部分音楽データを作成し、作成した部分音楽データを対応する
楽曲の部分音楽データとして外部メモリ５に記憶するようにしても良い。例えば楽曲に対
応する部分音楽データが該当なしである場合には、該当なしのデータがユーザの作成した
部分音楽データで書き換えられる。部分音楽データの作成は、ＰＣ端末２において行うよ
うにしても良い。
【００５１】
　さらに、受信された部分音楽データが実際の楽曲の一部のデータではなく、開始位置等
を規定するデータの場合では、携帯型ＣＤプレーヤー１において、音楽ＣＤ６の対応部分
を実際に再生し、部分音楽データを取得するようになされる。
【００５２】
　図６のフローチャートを参照して、携帯型ＣＤプレーヤー１におけるＣＤ内データと部
分音楽データの参照処理の流れについて説明する。ステップＳ２１において、外部メモリ
５を携帯型ＣＤプレーヤー１に接続し、また、音楽ＣＤ６またはディスク８を携帯型ＣＤ
プレーヤー１に装着する。ここでは、音楽ＣＤ６を装着することによって、自動的に処理
が開始するものとして説明を行う。
【００５３】
　ステップＳ２２において、ディスク構造解析が行われる。ディスク構造解析は、リード
インエリアに記録されている管理情報としてのＴＯＣから、例えば、ＣＤ６に記録されて
いる楽曲の総演奏時間および各楽曲の演奏時間を読み取る処理である。
【００５４】
　ステップＳ２３において、外部メモリ５に記録されている部分音楽データの中で、装着
されたＣＤ６に対応する部分音楽データの検索を行う。ステップＳ２４において、検索結
果が判定される。装着されたＣＤ６に対応する部分音楽データが存在しない場合は、ステ
ップＳ２４において、該当なしと判定され、ステップＳ２５に処理が進む。
【００５５】
　ステップＳ２５において、該当なしを示すＮＵＬＬ入力が作成され、携帯型ＣＤプレー
ヤー１の部分音楽データを一時的に保持するバッファメモリに対してＮＵＬＬデータが記
憶される（ステップＳ２６）。ＮＵＬＬデータは、無音データまたは部分音楽データが存
在しないことをユーザに伝達するための音声データである。一方、ステップＳ２５におい
て、装着されたＣＤ６に対応する部分音楽データが存在すると判定された場合では、ステ
ップＳ２６において、当該部分音楽データがバッファメモリに読み込まれる。
【００５６】
　なお、ディスク８が携帯型ＣＤプレーヤー１に対して装着された場合も、ＣＤ６が装着
された場合と同様の動作がなされる。例えばディスク８に記録されている全ての楽曲デー
タに対応して部分音楽データまたはＮＵＬＬデータが外部メモリ５に記憶されている。な
お、特に、バッファメモリを使用しないで、外部メモリ５に対して直接的にアクセスがな
され、部分音楽データを読み出すようにしても良い。
【００５７】
　図７は、図６に示す処理によって装着されたＣＤ６またはディスク８に対応する部分音
楽データを読み込んだ後になされる携帯型ＣＤプレーヤー１の動作を示す。ここでは、音
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楽ＣＤ６が装着された場合について説明する。ステップＳ３１において、携帯型ＣＤプレ
ーヤー１が通常の再生モードで動作しており、音楽ＣＤ６に記録された所定の楽曲が再生
されている。
【００５８】
　ステップＳ３２において、検索モード入力がなされる。携帯型ＣＤプレーヤー１の本体
またはリモートコントロール部のボタンを操作することにより、動作が検索モードに移行
する。検索モードにおいては、ＬＣＤ１５に音楽ＣＤ６に記録されている楽曲のリストが
表示され、現在再生している楽曲がリスト上で示されている。例えば再生中の楽曲の部分
がハイライト表示されたり、点滅したりする。
【００５９】
　検索モードでは、ステップＳ３３において、選択曲例えば直前の通常再生モードで再生
していた楽曲に対応する部分音楽データが再生される。例えば、通常再生モードで４曲目
を再生中に、通常再生モードから検索モードに移行すると、先ず、４曲目に対応した部分
音楽データが再生される。検索モードでは、ディスク回転が停止され、省電力化が図られ
る。
【００６０】
　ステップＳ３４では、別の曲を選択するか否かが判定される。再生されている部分音楽
データに対応する楽曲がユーザが探している曲または聴きたい曲ではない場合、別の曲を
選択すると判定される。その場合には、ステップＳ３５において、現在の曲から１曲後の
曲を選択する曲送り動作、またはその逆の動きの曲戻し動作がなされる。そして、処理が
ステップＳ３３（部分音楽データの再生）に戻る。曲送りまたは曲戻しは、携帯型ＣＤプ
レーヤー１の本体またはリモートコントロール部のボタンをユーザが操作することでなさ
れる。
【００６１】
　再生された部分音楽データを聴いてその曲を選択すると決定されると、ステップＳ３６
において、再生キーが入力される。そして、ステップＳ３７で検索モードから通常再生モ
ードに移行し、ステップＳ３８において、選択した楽曲が再生される。ステップＳ３５で
曲を変更する場合、早送りや巻き戻しの操作をせずに、部分音楽データを自動的に順番に
再生するようしても良い。
【００６２】
　このように、部分音楽データを聴覚的な曲検索の指標とすることにより、タイトル名、
アーチスト名を知らなくても、所望の曲を検索することができる。また、通常、曲を聴き
ながら検索する場合は、曲を早送りしたり巻き戻ししたりするごとにＣＤへアクセスする
必要があるため、アクセス時間が長くなり、操作性が低下する。しかしながら、この発明
では、検索モードでは、外部メモリ５またはバッファメモリにアクセスして、部分音楽デ
ータを再生するので、時間ロスを生じない利点があり、曲検索を迅速になしうる。さらに
、ＬＣＤ等の表示を見て検索を行う必要がないので、表示を見ることが難しい状況でも容
易に所望の曲を検索できる。
【００６３】
　図８は、部分音楽データをユーザが変更する場合の処理の流れを示す。ステップＳ４１
において、携帯型ＣＤプレーヤー１が通常の再生モードで動作しており、音楽ＣＤ６また
はディスク８に記録された所定の楽曲が再生されている。
【００６４】
　ステップＳ４２において、インデックス再生モード入力がなされる。携帯型ＣＤプレー
ヤー１の本体またはリモートコントロール部のボタンを押すことにより、動作がインデッ
クス再生モードに移行する。インデックス再生モードは、部分音楽データの書き換えの動
作である。部分音楽データの書き換え処理は、携帯型ＣＤプレーヤー1 に限らず、ＰＣ端
末２における処理によっても、行うことができる。
【００６５】
　インデックス再生モードでは、再生中の楽曲を聴きながら、インデックスボタンを押す



(11) JP 4447989 B2 2010.4.7

10

20

30

40

ことで所望の区間が指定される。区間の指定は、開始位置と終了位置をそれぞれボタン操
作で指定することでなしうる。または、区間の長さを固定としている場合には、開始位置
のみを指定することで、区間を指定できる。ステップＳ４２において指定された区間の音
楽データが一旦メモリに蓄積される。
【００６６】
　ステップＳ４３において、インデックス再生モードで取得された部分音楽データが外部
メモリ５上に既に記録されている同一の楽曲に関する部分音楽データまたはＮＵＬＬデー
タに対して上書き保存される。この場合、ユーザが自分の声を入力して部分音楽データに
付加したり、部分音楽データの代わりに記憶しても良い。
【００６７】
　この発明は、上述したこの発明の実施形態に限定されるものでは無く、この発明の要旨
を逸脱しない範囲内で様々な変形や応用が可能である。例えば、携帯音楽再生機としては
、携帯型ＣＤプレーヤーに限らず、ポータブルＭＤ（Mini Disc ）プレーヤ、ＨＤＤ（Ha
rd Disk Drive ）内蔵の音楽プレーヤ、携帯電話機器、ＰＤＡ（Personal Digital Assis
tant）等にも適用が可能である。
【００６８】
　また、外部メモリ５には、メモリースティックに限られず、ＵＳＢメモリ等のリムーバ
ルな記憶素子を用いることができる。
【００６９】
　さらに、また、携帯型ＣＤプレーヤーに内蔵した半導体メモリを用い、直接、インター
ネットに接続して部分音楽データを取得することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】この発明による音楽検索システムの一実施形態の構成を示す略線図である。
【図２】ポータブルＣＤプレーヤのブロック図である。
【図３】部分音楽データサーバが備えるデータベースを説明するための略線図である。
【図４】ＥＭＤでダウンロードした音楽データを説明するための略線図である。
【図５】部分音楽データを外部メモリに記憶する場合のシステムの動作の流れを示すフロ
ーチャートである。
【図６】携帯型ＣＤプレーヤーに対してＣＤを装着した場合になされる部分音楽データを
再生する場合の動作の流れを示すフローチャートである。
【図７】携帯型ＣＤプレーヤーの検索モードと通常再生モードの切り換えを説明するため
のフローチャートである。
【図８】外部メモリ上の部分音楽データを上書きする場合の動作の流れを示すフローチャ
ートである。
【符号の説明】
【００７１】
　１・・・携帯型ＣＤプレーヤー
　２・・・ＰＣ端末
　３・・・インターネット
　４・・・部分音楽データサーバ
　５・・・外部メモリ
　６・・・音楽ＣＤ
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